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tion to the sensitiveness and thoughtfulness of the 
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plan of paying no regard to others except so far as 
their own private interest compels. 
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隊 胃 て こ 、 さ へ っ も t 釣 拓 い 丈 橋 時 羽 多 夫 王 時 へ G 恒 @ 題 川 ヒ お 凛 具 ⑨ っ 擬 
の 区 拓 玩 や へ 怠 . 忠 く 責 吉田 G 閥 GE 思う っ 記 つ 提 貴 SS 選 
題 中 僚 玉 ン やり 違 指 豆 革 所 有り 時 條 記 玲 確 楠 せ 誠人 補 天 G 枚 @ 


箇 四半 


1858 年 に 福沢 の 家 塾 か ら 起 
っ た 慶応 義塾 は , 今 で は 小 
学校 か ら 大 学院 に 至る まで 
の , 世界 で も 珍 ら し い 一 貫 
教育 体系 を 持つ 学 塾 と な り , 
まさ に 創立 百年 に な ろう と 
し て いる . 右 頁 の 航空 写真 


三田 の 慶応 義塾 本 部 


② が 四谷 の 大 学 医学 部 , 
⑧ は 三田 の 正門 か ら 図 書館 
の 塔 を 仰ぐ 風景 .(④ は 慶応 
義塾 の 教育 目的 を 記し た 福 
沢 の 遺 墨 . ⑤ は 日 吉 の 普通 
部 校舎 .⑥ は 三田 の 女子 高 
等 学校 ・⑦ は 日 吉 の 大 学 自 
然 科 学 教室 の ある 第 二 枝 舎 、 
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福沢 論 

1834 (天保 $) 12 月 12 日 ( 陽 暦 1835 年 1 月 10 月 ) 大 
阪 玉 江橋 北詰 中 津 産 蔵 屋敷 に 生 る 

1836 ( 天 保 7) 父 百 助 殖 , 母子 6 人 藩 地 中 津 に 帰る 

1837-1853 幼時 より 叔父 中 村 術 平 の 養子 と な る 
14…15 蔵 の 頃 よ り 漢学 を 学び 始 む な 

1854 (安政 1) 蘭学 に 志 し 長崎 に 遊学 す 

1855S (安政 2) 大 阪 に 出 で , 緒方 洪庵 の 適 吾 に 入る 

1856 (安政 3) 兄 三 区 助 病死 の た め 中 津 に 帰 9, 福 
沢 家 を つぐ . 11 月 再び 上 阪 , 緒方 の 内 塾 生 と な る 

1857 ( 変 政 4) 緒方 府 に 在学 , この 年 葵 長 と な る 

1858 (安政 $ 10 月 江戸 に 出 で , 築地 鉄 贅 奥平 家 
中 屋敷 内 に 普 学 塾 を 開く 一 一 慶応 義 地 の 起源 

1859 (安政 6) 英学 に 転向 を 決意 し , 独力 で 学ぶ 

1860 (万 延 1) 1 月 軍艦 奉行 木村 摂 沼 守 の 従 僕 名 義 
で 成 臨 丸 に 乗組 み 渡 米 , 3 月 帰 朝 . 幕府 の 誠 訳 方 
に 雇 わ る ,「 増 訂 華 英 通 語 」 判 

1861 (文久 1) 鉄 窟 洲 より 新 銭 座 に 移り 同 藩 士 土岐 
太郎 入 次 女 錦 と 結婚 .、 12 月 遺 区 使節 に 随行 と 決 す 

1862 ( 女 久 2) ヨーロッパ ボ 諸 国 を 巡 礎 , 12 月 帰 朝 

1863 ( 交 久 3) 新 銭 座 よ り 鉄 砲 洲 中 津 藩 邸 内 に 転居 

1864 (元治 1) 中 洗 に 帰 6 小 幡 篤 火 郎 等 を 伴い 帰京 . 
幕府 に 有 抱 を られ 外 国 方 豆 訳 局 に 出仕 す 

186S ( 肛 応 1) 公務 の 傍ら 欧 廊 の 新開 雑誌 を 庶 訳 す 

1866 (慶応 2) 思 剣 を 売 払う .「 西 洋 事 埼 」 初 編 刊 

1867 (慶応 3) 問 府 の 軍艦 受取 委員 の 一 行 に 加わ り 
務 び 渡米 .「 雷 鉱 操 法 」「 条 約 十 一 国 記 」 刊 

1868 ( 明 治 1) 4 月 鉄 泡 洲 よ ょ り 新 銭 座 に 移り 時 の 年 
号 (改元 9 月 ) に 因 み 塾 を 慶応 義 と 命名 . 8 月 
幕府 よ 9 退 身 .「 西 洋 事 詩 」 外 編 「 徐 理 図解 」 判 

1867 ( 明 治 2) 福沢 屋 諭吉 の 名 を 以 て 出版 業 自営 に 
着手 .「 洋 兵 明光 」「 世 界 国 尽 」 ソ 

1870 ( 明 治 3 う ) 3 月 腸チフス に か か る . 冬 中 津 に 帰 
り 母 を 伴 っ て 帰京 .「 西 洋 事情 」 二 編 判 

1871 (明治 ④ 地 を 新 銭 座 よ 0 三田 に 移す 

1872 ( 明 治 $) 京阪 神 を 経て 中 召 に 行き 中 津 市 学校 
を 視 宗 す .「 学 問 の す ょ め 」 初 編 刊 

1873 (明治 6 こ て 集 会 し 演説 討論 の 練習 を 始 
む . : 会議 弁 」 ソ 刊 

1874 ( 明 


義 茸 立 . 3 月 母 お 

順 到 . 三田 演説 会 発足 す . 富田 鉄 之 助 と 杉田 お 終 

と の 結婚 の 媒 本 人 と な り 婚 如 晃 約 書 を 作る . 所 請 

楠 公 権 助 論 の 物 謎 に 対し 弁明 を 試 む . 長沼 事件 に 

関 号 す .「 民 間 雑 誌 」 創 刊 

187S ( 明 治 8) 三田 演説 館 を 開く . この 頃 よ り 「 覚 
書 」 を 記し 始 む .「 文 明 論 之 概 略 」 刊 

1876 ( 明 治 9) ミル 「 功 利 論 」 を 読む . 
京阪 地方 に 遊ぶ .「 家 庭 業 談 」 創刊 

1877 (明治 10) 「 家 庭 業 義 」 を 「 民 間 雑 誌 」 と 改題 
し 週刊 新聞 と し て 発足 .「I 旧 藩 情 」「 丁 葬 公 論 」 脱 
稿 (当時 出版 せ ず ).「 民 聞 経 済 録 」 初 編 刊 

1878 (明治 11) 「 民 間 逢 Z 誌 」 廃 刊 . 東京 府 会 議 只 当 
選 .「 通 貨 論 」「 通 俗 民 ] 「 通 俗 国 ] 刊 

1879 (明治 12) 東京 学士 会 党 設 立 され 初代 会 長 に 就 
任 . 東京 府 会 に 於 て 副 議長 に 選ば れ た る ゃ 固辞 し 
間もなく 議員 を ぁ 辞 す .「 民 情 一 新 」「 国 会 論 」 判 

1880 (明治 13) 交 論 社 設立 

1881 (明治 14) 東京 学士 会 続 会 員 を 辞任 . 10 月 政変 
起り 福沢 と その 門下 の 人 ネ 政 府 の 圧迫 を うけ る . 
「 時 事 小言 」 刊 

1882 (明治 15) 3 月 時 事 新報 創刊 . 春 頃 金玉 夫 と 会 
見 .「 帝 室 論 」「 徳 育 如何 」「 兵 論 」 判 

1883 (明治 16) 一 太郎 捨 次 郎 の 二子 米国 に 留学 す . 

「 学 閲 之 衝立 」 刊 


二子 を 伴い 


に テー 本 

吉 年 譜 
1884 (明治 17) 
188S (明治 18) 
1886 (明治 19) 


「 全 国生 」 通 條 論 」 刊 
[月 本 女人 論 後編 「 貞 行 論 
誠人 せ 3 月 両 道 旅 


行 し , 5 月 茨城 地方 に 遊ぶ .「 男 女 交 際 論 」 刊 


1887 (明治 20) 
1888 (明治 21) 
1889 (明治 22) 
1890 (明治 23) 
1891 (明治 2④ 


新富 座 に て 初め て 芝居 を みる 

三 子 帰 朝 .「 日 本 男子 論 」 刊 

全 家 族 を 伴い 京阪 地方 に 遊ぶ 

左 応 義 聞 大 学部 設置 了 

「 言 海 」 出版 祝賀 会 .「 靖 我慢 之 説 」 


を 草 す ( 当 時 公 け に せ ず ) 


1892 (明治 23) 


京阪 地方 に 旅行 . 北里 柴 三 郎 を た す 


け て 伝染 病 研究 所 の 設立 に 尽力 す .「 国 会 の 前 途 ・ 
治安 小言 ・ 国 会 難局 の 由来 ・ 地 租 論 」 刊 


1893 (明治 26) 
1894 (明治 27) 


8 月 日 清 戦 争 起 る 


1895 (明治 28) 
、 争 終る , 12 月 
1896 (明治 29) 


「 実 業 論 」 刊 

三 子 を 伴い 展 墓 の た め 中 津 に 帰省 
妻子 を 伴い 広島 に 行く . 4 月 日 清 戦 
還暦 の 寿 宴 

家族 と 共に 伊勢 参宮 を な し , 又 信 越 


上 州 方 面 に 遊び 善光寺 に も ゃ ゆく 


1897 (明治 30) 
「 福 付 百 話 」 
1898 (明治 31) 


家族 を 伴い 京阪 山陽 地方 に 旅行 す . 
「 福 人 全集 緒言 」 刊 
9 月 脳 浴 血 定 を 発 す .「 福 沢 全集 」 


全巻 「 福 沢 先生 浮世 談 」 判 


1899 (明治 32) 


学 」 判 


1900 (明治 33) 
育 の 功 に より 5 
1901 (明治 34) 


「 福 稚 自 伝 」「 女 大 学 評論 ・ 新 女 犬 


2 月 「 修 身 要 傾 」 発表 . 3 月 著 訳 教 
皇室 より 金 $ 万 円 を 下賜 さる 
脳溢血 症 再発 . 2 月 3 日 長 近 . 衆 議 


院 は 満場 一 致 
に 於 て 葬儀 
在 は 品 境内 ).「 福 付 百 余 


話 」「 明 治 


1907 (明治 40) 


寺 
靖 我 慢 之 説 」 判 


展 応 義 熟 創立 30 年 記念 式典 行 . 


「 慶 応 義 芝 S0 年 史 」 判 


1923 (大 正 12) 


慶応 


府 に 於 て 福 央 諭吉 伝記 編 繁 の 


議 起 り , 石河 幹 明 これ に 当る 


1924 (大 正 . 13) 
1926 (大 正 15) 
1929 ( 昭 和 ④ 
1932 ( 昭 和 7) 


CT 
3 
4 
に ョ 


1933 ( 昭 和 8) 
1934 ( 昭 和 9 
清岡 嘆 一 に よ 
1936 (昭和 11) 
1938 (昭和 13) 


下位 に 「 経 攻 
1945 (昭和 20) 
1946 (昭和 21) 
1950 (昭和 23) 

年 祭 を 挙行 . 
1951 (昭和 23) 

長 小泉 信 三 ) 
1953 (昭和 28) 
1954 (昭和 29) 

は 鳴る 」( 東 宝 

大 阪 に 誕生 地 

福沢 全集 決定 


6 月 3 日 妻 お 錦 区 

時 事 新報 社 編 「 福 沢 全集 」 全 10 巻 刊 
大 阪 に 福 刀 誕 生地 記念 碑 建 つ 

呈 羽 諭吉 伝 」 全 4 巻 刊 
! 了 .「 慶 応 義 75 年 
編 「 福 沢 先生 遺 野 集 」 刊 
慶応 義塾 編 「 続 福沢 全集 」 全 7 巻 刊 
慶応 義塾 に て 福沢 誕生 百年 祭 挙行 
り 「 福 菊 自 伝 」 の 英訳 成る 

時 事 新報 廃刊 

6 月 長男 一 太 部 殆 

詞 応 義 誤 に 臨時 福沢 選集 編集 所 を 設 


| 1 巻 を 出し て や む な 
火 に より 福沢 邸 焼失 す 
時 事 新報 復刊 


廊 化 郵便 切手 
社団 法人 福沢 諭吉 
生れ , 「 福 沢 論 「 角 
「 愛 児 へ の 手紙 」 刊 
福沢 諭吉 伝記 映画 「 か く て 自由 の 鐘 
) 完成 . 図録 「 福 沢 論 吉 の 遺 風 」 刊 
記念 九 再建 . 福沢 論 吉 著作 編 筑 会 の 
稿 の 校訂 編集 事業 続く 


